
◎景気ウォッチャー調査[2018年10月] 

2018年10月の中国地域調査結果の概況 

■景気の現状に対する評価 

 景気の現状に対する評価 

 現在の景気を３か月前と比較するとその評価は次のとおりであった。 

 景気の現状判断ＤＩ(合計)は、前月を4.7ポイント上回る51.4となった。 

 分野別にみると、家計動向関連は、「悪くなっている」「やや悪くなっている」の回答の割合が減少し、「平成30

年７月豪雨や台風、地震等の天災が落ち着いてきている。以前は台風が来れば来客数は通常の半減で済んだが、最近

は公共交通機関の早期停止もあり３分の１と大きく減少する事態が増えている。」（百貨店）等の理由から、「良く

なっている」「やや良くなっている」の回答の割合が増加したため、前月を6.0ポイント上回る51.5となった。 

 企業動向関連は、「悪くなっている」の回答の割合が減少し、「製造業を中心に情報セキュリティに関する商品や

システムについての引き合いと受注が伸び始めており、年度内の売上に期待が持てる。」（輸送業）等の理由から、

「やや良くなっている」の回答の割合が増加したため、前月を1.4ポイント上回る50.7となった。 

 雇用関連は、「やや良くなっている」の回答の割合が減少したものの、「雇用安定措置で派遣スタッフの直接雇用

化が進み、一時的な手数料収入はあるが、無期雇用を希望する派遣スタッフが少ないので派遣稼働数は減少傾向であ

る。国策として有期雇用から無期雇用や正社員への流れがあり、また、有効求人倍率も高止まりしているので、求職

者は派遣会社を通す必要がない。派遣会社を通す人は、就業に関して条件がある人が多く、マッチングの難易度は上

がっている。」（人材派遣会社）等の理由から、「変わらない」の回答の割合がそれ以上に増加したため、前月を

1.5ポイント上回る51.5となった。 

 

 10月 ９月 前月差 

合計 51.4 46.7 4.7 

家計動向関連 51.5 45.5 6.0 

企業動向関連 50.7 49.3 1.4 

雇用関連（参考値） 51.5 50.0 1.5 

 

■景気の先行きに対する評価 

 現在より３か月先の景気の先行きに対する評価は次のとおりであった。 

 景気の先行き判断ＤＩ(合計)は、前月を0.8ポイント下回る51.7となった。 

 分野別にみると、家計動向関連は、「家具、寝具など比較的高単価商品の動向が良い反面、肌着や日用品など身の

回りの物は動きが鈍い。特に、女性客に買い控えの傾向が強い。今後数か月の間で景気が悪化することはないが、一

般家庭では依然として節約ムードから脱し切ることはない。」（スーパー）等の理由から、「変わらない」の回答の

割合が増加したものの、「やや良くなる」の回答の割合が減少したため、前月を0.4ポイント下回る52.2となった。 

 企業動向関連は、「変わらない」の回答の割合が減少し、「例年年末年始の販売促進で受注量が伸びる見通しであ

る。」（広告代理店）等の理由から、「やや良くなる」の回答の割合が増加したため、前月を0.8ポイント上回る

51.5となった。 

 雇用関連は、「やや良くなる」の回答の割合が減少し、「景気は変わらないが、従業員規模の小さい企業でも将来

を見据えて若年層の採用を行う傾向にある。これまで大卒採用にこだわっていた企業も採用できなくなってきたた

め、専門学校卒、短大卒、高校卒に採用対象を広げていく。」（求人情報誌製作会社）等の理由から、「変わらな

い」「やや悪くなる」の回答の割合が増加したため、前月を7.4ポイント下回る48.5となった。 

 

 10月 ９月 前月差 

合計 51.7 52.5 -0.8 

家計動向関連 52.2 52.6 -0.4 

企業動向関連 51.5 50.7 0.8 

雇用関連（参考値） 48.5 55.9 -7.4 

 


